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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年７月 14 日に公表いたしました業績予想について、下記のとお

り修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 24 年５月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 23 年６月１日～平成 23 年 11 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 20,293 76 69 26 ４円 52 銭

今回修正予想(Ｂ) 19,930 158 164 80 13 円 85 銭

増減額(Ｂ－Ａ) △362 82 95 54 

増減率(％) △1.8 107.5 136.9 206.6 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 23年５月期第２四半期) 
－ － － － －

 

平成 24 年５月期通期連結業績予想数値の修正(平成 23 年６月１日～平成 24 年５月 31 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 41,787 468 461 248 42 円 69 銭

今回修正予想(Ｂ) 41,647 539 539 252 43 円 27 銭

増減額(Ｂ－Ａ) △140 71 78 3 

増減率(％) △0.3 15.3 16.9 1.5 

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年５月期) 
－ － － － －

 

 

 

 



平成 24 年５月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 23 年６月１日～平成 23 年 11 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 19,661 83 77 32 ５円 57 銭

今回修正予想(Ｂ) 19,305 125 132 67 11 円 51 銭

増減額(Ｂ－Ａ) △355 41 54 34 

増減率(％) △1.8 49.1 70.2 106.6 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 23年５月期第２四半期) 
18,967 47 43 △65 △11 円 14 銭

 

平成 24 年５月期通期個別業績予想数値の修正(平成 23 年６月１日～平成 24 年５月 31 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 40,437 465 460 248 42 円 54 銭

今回修正予想(Ｂ) 40,070 525 528 250 42 円 87 銭

増減額(Ｂ－Ａ) △367 60 68 2 

増減率(％) △0.9 13.0 14.9 0.9 

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年５月期) 
38,835 339 320 87 14 円 94 銭

（注）当社グループは、前期決算短信が連結初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を期末日としている

ことから、貸借対照表のみを連結しているため、平成 24 年３月期第２四半期（累計）及び通期連結業績予想

数値の修正における（ご参考）前期実績は記載しておりません。 

 

修正の理由 

 第２四半期累計期間の業績につきましては、景気の停滞感や、雇用・所得環境の低迷等による節約

志向から、外食利用が手控えられ、また、その低価格指向も一層強まり、売上高は前回発表予想を下

回りました。 

営業利益、経常利益、四半期純利益につきましては、プライベートブランド商品や業務用食品販売

事業者の共同オリジナルブランド（ジェフダ）の販売強化等、売上総利益の向上に努めるとともに、

全社的な業務の効率化を図るために経費削減プロジェクトを立ち上げ、コストの見直しを進めたため、

前回発表予想を上回りました。 

平成 23 年６月より事業を開始しました連結子会社の株式会社マリンデリカにつきましても、営業利

益、経常利益、四半期純利益は予想を上回る状況で推移しました。 

 

通期の業績につきましては、第２四半期累計期間の状況が引き続き予想されることにより、売上高

は前回発表予想を下回る見込みでありますが、営業利益、経常利益は前回発表予想を上回る見込みで

あります。また、当期純利益は法人税率引下げに関連する法律が公布されたことに伴い、繰延税金資

産の一部の取り崩しを見込みましたが、前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

※本資料に記載されている業績予想は、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


